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コロナに始まり、コロナに終わりそうな 2020年。ホント

は、東京開催のオリンピック・パラリンピックイヤーとして、

輝かしい一年になるはずだったのに…(T_T) 

皆さんにとってはどんな一年だったでしょうか？ 

今年最後のニュースレターは、そんなMISHOPの一年

を振り返ってみました。 

 

 

2020年を振り返る 
 

～ withコロナの時代の 

新たなMISHOPをめざして ～ 

 
 

新型コロナの発生から活動の自粛へ 

 

昨年暮れ、ちょうど一年前のMISHOPの30周年記念

式典・パーティーが挙行された頃、初めて新型コロナウイ

ルス(COVID-19)という言葉を耳にしました。発生した

場所が中国湖北省武漢市。迫りくる一抹の不安を覚えな

がらも、みんなどこか“対岸の火事“として心の片隅にし

まい込んでいたような気がします。 

 

 

 

 

 

 

 

そして迎えた 2020年。正月明け早々の 1月 16日、

国内で初めての感染者が確認され、2月3日には乗客の

感染が確認されたクルーズ船が横浜港に入港し、徐々に

新型コロナウイルスに係る報道の頻度が増加していきま

した。そんな中、コロナ禍での活動自粛前の最後のイベン

トとなった「国際交流スキーツアー」を 2 月 8 日(土)-9

日(日)に実施。品切れ続出の中、マスクや体温計、消毒用

アルコールなど感染予防グッズを何とか確保し、事業は

無事終了。 

 

 

 

 

 

 

その後感染が拡大し、2月26日以降は、MISHOPの

主催事業や会員グループ活動などほとんどの活動が自

粛となりました。3月24日には東京オリンピック・パラリン

ピックの延期が決定し、4月7日の国の緊急事態宣言発

出後は、MISHOP への来訪者が完全に途絶えました

(-_-;) 

 

 

活動の再開に向けて 

～ プロジェクトチームの発足 ～ 

 

5月25日の同宣言の 

解除を受け、同月28日 

「協会活動再開方針」を 

策定し、MISHOP事業 

の段階的な自粛の緩和 

を模索し始めました。しか 

し、依然新型コロナウイル 

スの終息が見えない中、 

「感染が心配」「活動再 

開はもう少し様子を見た 

い」という会員の声が大 

勢を占めました。    

 

そうした中、2020年は 4年に一度のMISHOPの全

役員(理事・監事)及び全評議員の改選の年に当たり、6

月3日付けで、一年半の間空席になっていた理事長を松

田剛明さん(学校法人杏林学園副理事長)にお引き受け

いただくなど、MISHOP の新たな運営体制が決まり、事

業の再開に向けて少しずつ動き出しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

その第一段階が、「新しい生活様式を踏まえた

MISHOPのあり方検討チーム」の発足です。自粛期間中

は事務局員が電話による外国籍市民などの相談への対

応を担っていましたが、そうした支援活動を一歩進め、会

員ボランティアさんのお力をいただきながら、支援事業を

再開していこうというものです。 
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現在、子ども教室と日本語教室の再開に向け、分科会で

協議し、試行、検証を行い、年明けから徐々に再開してま

いります。また、市の協力を得て、年明けにMISHOP内の

インターネット環境の整備を行うことになっており、インタ

ーネットを活用した新たな事業の展開を検討していく予

定です。 

 

 

新たなMISHOPの創造 

 

今更ながら、これまでの

MISHOP の活動が、人と

人との“face to face”で、

実に“密”な交流の上に

成り立っていたことを改め 

て気付かされます。しかしだからといって、新型コロナウイ

ルスの出現によって、草の根の国際交流が否定されるも

のでは決してありません。かつて、MISHOP の設立準備

会の委員でもあった故新津晃一元 MISHOP理事(元国

際基督教大学名誉教授)は、その講演の中で、「…いろい

ろなイベントや交流事業を行い、互いに打ち解けあい、信

頼関係の基盤(=社会関係資本)を形成していくことが必

要です。このような人間関係の基盤に立ち、協力を進める

ことも可能になるのです。…私たちは、国際理解、国際交

流、国際協力(地域での外国人支援等)を続けながら、地

球市民意識、多文化共生社会を築いていくことが可能に

なるのです。」と語りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回のコロナ禍を契機に、私たちはこれまでの 30 年

間の歴史を礎にし、新たな活動を創造していくことが求め

られています。ひょっとしたら「MISHOP にとって、2020

年は大きな転機の年だったね」と言われる年になるかも

知れません。皆様の知恵や工夫をぜひお聞かせください。

そして新たなMISHOPを 

ともに作っていきましょう。 

 

 

 

 

● 会費納入のお願い 
 

                    会員の皆さまにおかれましては

日頃から MISHOP の活動にご

理解とご支援をいただき、誠にあ

りがとうございます。 

コロナ禍という例年とは異なる

状況のもと、大変恐縮ではござい

ますが、協会の年会費につきまし

て、未納の方には、今回郵便振込 

票を同封させていただきましたの 

で、お近くの郵便局より納付をお願いいたします。（事務

局窓口でも承っております。ご自身の体調やご都合に合

わせて、ご利用ください。） 

すでにお納めいただいた方に振込票が届きましたら、

行き違いですので、お手数ですが、破棄くださいますよう

重ねてお願いいたします。 

 
 

● MISHOPご来局時、ご協力のお願い 
 

新型コロナウイルス感染拡大予防のため、MISHOP

へご来局の際は、①マスクの着用、②手洗い、手指の消

毒、③非接触型体温計による測定、④MISHOP 受付カ

ードの記入（受付カードはカウンターにご用意していま

す。）をお願いいたします。 

 
 

● 恒例イベント 中止のお知らせ 
 

新型コロナウイルス感染状況を鑑み、以下のイベントに

つきましては、中止いたします。 

▪ フェアウェルパーティー2020 

▪ 国際交流スキーツアー 

 
 

● 年末年始 休館のお知らせ 
 

12月 29日（火）から 1月３日（日）まで、MISHOP4階

フロアと事務局はお休みとなります。1 月４日（月）より通

常通り開館いたします。 
 

 

 

今年も一年間ありがとうございました。 

新しい１年が皆さまにとって良い年となりますように。 
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＊ 協会施設の開館時間（窓口業務）  - 2020年12月現在 - 

月曜日から土曜日（祝祭日を除く） 午前10時～午後5時 


